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要 旨

1. 当該研究に関して

①既知のこと：鍼刺激時に一過性に心拍数が減少する。 この心拍数減少は

鍼灸治療におけるリラクセーション効果に伴う， 副交感神経系擾位性に

伴うものであると考えられてきた。

②未解決のこと：鍼刺激時には必ずしも心地良さや得気が得られず，強く

ひびいたりして心地良い感覚が得られないこともある。 このようなリラク

セー ション効果を伴わない時の，心拍数減少は生じるのかどうか。

③具体的目的：鍼刺激時の心拍数変動解析と背景脳波周波数帯域のパワ ー

スペクトル解析を用いて， 自律神経機能の変化を調べた。

2. 本研究で新たに得られた知見：鍼刺激時には心地良さや得気の有無にか

かわらず心拍数は減少していた。 心拍数変動の高周波帯域は有意に増加に

しており、 副交感神経系が優位になっていることを示唆していた。 脳波の

周波数帯域の分析では， 徐波化群と速波化群ともに心拍数は減少しており，

しかも速波化群では，心拍数変動の高周波帯域は有意に増加していた。

鍼刺激時のリラックス状態への変化の有無に関わらず，循環器系の心拍数

は減少する副交感神経系が優位になっている。

3. 倫理的配慮：問題なし。

4. 結論：学位授与可。




